
 

 
 

１－１・２ 麻痺・拘縮（判断に迷う特記事項の例） 
 

 

 

 

POINT①       具体的にどの程度挙上できるか記載しましょう。 

麻痺⇒「自動」で確認動作ができるかどうか。  拘縮⇒「他動」で確認動作ができるかどうか。 

 自動で何度まで、他動で何度まで挙上ができるのかそれぞれ記載しましょう。 

 冷感等の感覚障害（痺れ等）は含まれません。 

POINT②       【拘縮で動かせる範囲に制限がある時の麻痺の考え方】 

 軽度の可動域制限がある場合は、関節の動く範囲で確認を行います。 

 拘縮があり、調査員が持ち上げてもテキスト(P38～P40)のイラストの位置ま

で上がらない方は、調査員が持ち上げたところまで自分で上げて保持できれ

ば、「麻痺」には該当しません。 

※ 関節に著しい可動域制限があり、関節の運動ができないため動作ができな

い場合は「麻痺」・「拘縮」ともに該当します。 
  
◎わかりやすい例 

 

 

 

 

 

 

 

 

（特記事項） 

両下肢痺れがあり、まっすぐに伸ばすことができない。 

「選択 麻痺⇒左下肢・右下肢 拘縮⇒膝関節」 
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【麻痺なし】【膝関節の拘縮あり】 

右膝関節は可動域制限により、他動的に４５度までしか伸展できない。自動でも右

下肢を同じ４５度までは挙上し静止できる。 

 

麻痺や筋力低下によるもの
か、可動域制限があるのか
伝わりにくいね。 

【麻痺あり】【膝関節の拘縮あり】 

右膝関節は可動域制限により、他動的に４５度までしか伸展できない。自動では

右下肢の筋力低下から３０度程度しか挙上できない。 


